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概要
Microsoft Outlookの IM and Presence Serviceとの予定表統合では、Microsoft Outlookの予定表/会
議のステータスを IM and Presence Serviceサーバーの在席ステータスに組み込むことができま
す。この機能は、IM and Presence ServiceをオンプレミスMicrosoft Exchange Serverまたはホス
ト型 Office 365サーバーに接続することによって実現することができます。

展開

Exchange Webサービス
Exchange Webサービス（EWS）では、HTTPを介してMicrosoft Exchangeのメールボックスお
よびコンテンツとのやりとりを行うことができます。EWSは、MicrosoftOutlookを介して利用
できるデータとほぼ同じデータにアクセスできます。EWSは、クライアントコンピュータか
らサーバーにいくつかの責任を移動します。
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図 1 : EWSを介した IM and Presence ServiceとのMicrosoft Exchange統合

IM and Presence ServiceでのMicrosoft Outlookの予定表ス
テータス

Microsoft Exchangeまたは Office 365を介したMicrosoft Outlookの IM and Presence Serviceとの
統合では、MicrosoftOutlookの予定表/会議のステータスを IMandPresenceServiceの在席ステー
タスに組み込むことができます。次の表は、到達可能性のマッピングと、IMandPresenceService
において会議ステータス（Microsoft Outlook予定表に表示される）と IM and Presence Serviceの
ユーザーの在席ステータスがどのように対応付けられるかを示しています。

表 1 :予定表ステータスに基づく集約された在席ステータス

IM and Presence ServiceのステータスMicrosoft Outlookのステータス

応答可能空き時間/仮の予定

会議中取り込み中

退席中不在1

退席中退席中2

1 Microsoft Outlook 2007およびMicrosoft Outlook 2010のデスクトップクライアント。
2 Microsoft Outlook Web Access（OWA）2010。

制約事項と制限
次に示すのは、IM and Presence ServiceとMicrosoft Exchangeの統合に関する制限事項です。
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• 1台または複数の EWSサーバーを追加、更新、または削除できます（上限はありませ
ん）。ただし、[プレゼンスゲートウェイの設定（PresenceGatewayConfiguration）]ウィン
ドウの [トラブルシューティングツール（Troubleshooter）]は、設定した最初の 10台の
EWSサーバーのステータスのみを検証し、レポートするように設計されています。

• IM and Presence Serviceの本リリースでは、Exchangeの自動検出サービスに対応していま
せん。自動検出サービスでは、ロードバランシング機構がすでにクライアントアクセス

サーバー（CAS）またはサーバーに配置されていることが前提となっています。
• Exchange Serverまたは Office 365サーバーをプレゼンスゲートウェイとして設定すると、
ローカルの Outlookから受信したミーティングがある場合、Jabberクライアントは「会議
中」ステータスを設定できません。「会議中」ステータスは、プレゼンスゲートウェイ経

由でのみ取得できます。プレゼンスゲートウェイが何らかの理由でダウンした場合、クラ

イアントは「会議中」ステータスを設定できません。

「会議中」ステータスを設定するには、プレゼンスゲート

ウェイのサービスを復元する必要があります。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


